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『24歳』　

「I.D.」という詞を書いた18の頃は、自分で書き上げてお

きながら何とも言えないモヤモヤが残った。漠然とした

見えない何かに向かって歩いていく背中。頼りねぇな、

と思った。本当は何かもっと言いたいことがあって、だけ

ど今の自分がことばにできるのはここまでで、曖昧さと、

説明できない確信、そういう矛盾もそのままI.D.として胸

に貼り付けた。そういう歌だった。

で、2004年3月、タナボタLIVE3の最終日。私は今1番

歌いたい曲としてこの「I.D.」を挙げた。今回のツアーの

たどり着く先にこの歌が待っているとは、自分でも思ってなかったけど。タナボタLIVE3は私に

とってやっと本当の意味での「1stライブ」になったのかもしれない。楽しいなあ!という気持ちの

前に、苦しいなあとか怖いなあとか、色んな前提があってこそ得られた幸福感。結局何が変

わったわけでもなく、私は懲りずに頼りない背中でぽつねんと歩いているだけだけど、駄目

だー、やーめた、ちくしょーを繰り返しながらも、見えない何かに引っ張られている。私が今歌い

たいという気持ち以上に、もしかしたらこの曲の方が私をやっと、歌う相手として認めてくれたの

かもしれないという気がしてくる。18の頃の自分に実はお見通しだった未来の私は、これからも

矛盾と確信を抱えて歩いていくのでしょう。そう感じた23歳最後の夜。

タナボタLIVE3に関わったすべての人に心から、本っ当にありがとう。バンドの素晴らしさ、ス

タッフひとりひとりの素晴らしさ、こんな最高のメンバーは他にいません。こんっなに暖かくて、こ

んっなに腕が良くて、こんっなにかっこいい人たちは他にいません。どうかどうか、また一緒にラ

イブやってちょうだいね。絶対ね。

そして参加してくれたお客さま、ありがとうございました。3年も待たせてごめんよー。今回もたく

さんパワーをもらいました。参加したかったのにチケットをゲットできなかったという皆さまも含め

て、本当にお気持ち嬉しいです。必ずまた会いましょう。

最後のライブでサプライズで誕生日を祝われてしまったのですが、くそったれ、悔しいぜ。やん

なくていいって言ったのによお!あの特大ケーキは、みんなで食べました。おいしかった。ケーキ

の真ん中にでっかく「24歳大好き　みんなより」と書かれていましたが、いまいち意味がわから

ない・・・。まあいいいや、悪い気はしないぜ。というわけで、ありがたやありがたや～タナボタ

万歳!

＊maaya＊　

・・・


